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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ
ｌ
ｆ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
９
７
８
Ｚ

【
作
者
名
】

　
時
間

【
あ
ら
す
じ
】

　
幼
い
頃
か
ら
今
ま
で
の
記
憶
が
無
い
少
年
、
静
馬
。

表
向
き
は
い
つ
も
笑
っ
て
い
る
が
…
裏
向
き
は
本
当
は
誰
に
も
言
え
な
い
く
ら

い
の
臆
病
。

そ
し
て
、
あ
る
日
、
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
。

※
Ｂ
Ｌ
？
要
素
は
い
る
か
も
で
す
。
す
み
ま
せ
ん
。
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Ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ

自
分
自
身
は
何
者
な
の
か
が
分
か
ら
な
い
。

そ
の
恐
怖
心
で
自
分
に
期
待
、
し
な
く
な
っ
た
。

誰
か
が
、
誰
か
が
僕
の
事
を
分
か
っ
て
く
れ
る
人
が
居
た
ら
、

僕
は
そ
の
人
を
信
じ
る
だ
ろ
う
か
？
…
。

何
も
分
か
ら
な
い
…
た
だ
僕
は
…
人
を
信
じ
る
事
も
出
来
な
い
。

氷
葉
　
静
馬

ひ
ょ
う
ば

し
ず
ま

中
学
３
年
生
の
男
の
子
。

表
＝
明
る
く
て
元
気
で
誰
に
で
も
優
し
い
。

裏
＝
生
意
気
の
よ
う
で
冷
た
く
て
臆
病
。

記
憶
喪
失
。
幼
い
時
の
頃
の
記
憶
が
無
い
。

表
＝
い
つ
も
友
達
と
い
て
、
成
績
優
秀
で
よ
く
笑
う
。

裏
＝
他
人
を
信
じ
な
い
、
記
憶
が
な
い
せ
い
の
臆
病
さ
。

本
当
の
自
分
自
身
が
不
明
。

上
塚
　
栢

う
え
づ
か

は
く

１
８
歳
く
ら
い
の
男
の
人
。

明
る
い
よ
う
で
冷
た
い
人
で
よ
く
笑
う
。

静
馬
に
よ
く
絡
む
。

と
て
も
、
不
思
議
な
人
。
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＃
１
　
Ｅ
ｎ
ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

自
分
自
身
が
誰
な
の
か
。

自
分
自
身
は
ど
こ
に
居
る
の
か
。

そ
れ
す
ら
も
分
か
ら
な
い
。

何
も
分
か
ら
な
い
。

た
だ
、
笑
っ
て
い
る
。

無
意
識
に
、
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
自
分
が
い
や
で
…
い
や
す
ぎ
て
。

自
分
自
身
を
分
か
っ
て
く
れ
る
人
を
探
し
て
い
た
。

「
静
馬
！
今
日
、
遊
ぼ
う
ぜ
！
！
」
ニ
コ
ッ

「
あ
っ
…
ご
め
ん
。
今
日
は
用
事
が
あ
る
ん
だ
。
」
ニ
コ
ッ

「
そ
っ
か
、
じ
ゃ
あ
ま
た
今
度
遊
ぼ
う
ぜ
！
」
ニ
コ
ッ

「
う
ん
！
」
ニ
コ
ッ

少
年
の
名
前
は
『
氷
葉
静
馬
』

ひ
ょ
う
ば
し
ず
ま

「
は
ぁ
…
雨
だ
…
。
」

今
日
の
天
気
は
雨
だ
っ
た
。

「
静
馬
、
傘
は
？
」

「
無
い
。
濡
れ
て
帰
る
か
ら
い
い
よ
。
」
ニ
コ
ッ
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「
あ
っ
だ
け
ど
。
」

「
大
丈
夫
！
じ
ゃ
あ
な
」
ニ
コ
ッ

「
う
ん
！
」
ニ
コ
ッ

静
馬
は
雨
の
中
を
走
っ
て
帰
っ
た
。

早
く
逃
げ
た
か
っ
た
。

あ
ん
な
の
僕
の
居
場
所
じ
ゃ
な
い
。

「
ハ
ァ
…
ハ
ァ
…
ハ
ァ
。
」

雨
の
中
を
静
馬
は
歩
い
て
い
た
。

僕
の
居
場
所
な
ん
か
無
い
。

本
当
は
分
か
ら
な
い
。
自
分
が
ど
こ
の
誰
な
の
か
…
。

何
者
な
の
か
も
、
分
か
ら
な
く
て
怖
く
て
…
。

「
…
…
。
」

静
馬
は
道
端
を
座
り
込
ん
だ
。

「
…
誰
が
僕
の
事
を
知
っ
て
る
の
？
…
。
」

誰
も
居
な
い
と
こ
ろ
で
一
人
雨
に
打
た
れ
て
座
っ
て
い
た
。

「
お
前
。
」

「
…
…
。
」

静
馬
に
話
し
か
け
て
く
る
一
人
の
ス
ー
ツ
を
着
た
男
。

「
氷
葉
、
静
馬
だ
な
？
」

「
え
っ
…
？
」

カ
チ
ッ
！

「
！
？
…
。
」

ス
ー
ツ
を
着
た
男
は
、
静
馬
に
銃
を
向
け
る
。
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「
や
っ
と
、
見
つ
け
た
。
死
ね
。
」

「
！
？
…
…
。
」

バ
キ
ュ
ー
ン
ッ
！
！
！
！

「
な
ッ
！
？
…
貴
様
…
。
」

ス
ー
ツ
を
着
た
男
が
倒
れ
た
。

「
！
？
…
。
」

「
大
丈
夫
？
静
馬
」
ニ
コ
ッ

「
え
っ
？
…
。
」

『
静
馬
。
』
ニ
コ
ッ

「
…
栢
…
。
」

「
覚
え
て
る
？
逃
げ
よ
う
。
」

「
！
？
…
。
」

何
で
…
僕
は
こ
い
つ
の
名
前
を
知
っ
て
る
？
…
。

グ
イ
ッ
！

「
！
？
…
。
」

男
は
静
馬
の
手
を
引
っ
張
る
。

「
行
こ
う
。
」

「
！
？
…
。
」
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そ
し
て
、
静
馬
は
男
と
逃
げ
た
。
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＃
２
　
Ｒ
ｅ
ｄ
Ｂ
ｌ
ｏ
ｏ
ｄ

「
っ
て
…
あ
ん
た
誰
！
？
」

「
今
は
走
っ
て
！
！
」

「
は
ぁ
！
？
…
。
」

「
待
て
！
！
！
！
」

静
馬
と
男
に
後
ろ
に
は
数
人
の
ス
ー
ツ
を
来
た
男
が
追
い
か
け
て
く
る
。

「
ち
ょ
と
ご
め
ん
。
」

フ
ワ
ッ

「
う
わ
ぁ
！
？
…
ち
ょ
っ
！
！
！
」

静
馬
は
男
に
お
姫
様
抱
っ
こ
を
さ
れ
る
。

「
…
何
す
る
ん
だ
よ
！
！
」

静
馬
は
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
暴
れ
る
。

「
い
い
か
ら
、
い
い
か
ら
。
つ
か
ま
っ
て
て
！
」

「
！
？
…
う
わ
ぁ
！
！
！
！
」

男
は
軽
々
と
屋
上
を
飛
び
越
え
て
い
た
。

「
…
あ
ん
た
！
何
者
な
ん
だ
！
？
」

「
…
俺
は
…
静
馬
の
従
者
だ
よ
」
ニ
コ
ッ

「
は
ぁ
！
？
…
従
者
？
…
。
」

「
い
い
か
ら
、
今
は
逃
げ
る
よ
！
」

「
う
わ
ぁ
？
！
…
。
」

僕
は
こ
ん
な
奴
知
ら
な
い
。

記
憶
に
無
い
。
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ま
ぁ
、
無
い
の
は
当
た
り
前
だ
。

僕
に
は
記
憶
が
無
い
ん
だ
か
ら
。

「
…
栢
…
。
」
ボ
ソ
ッ

バ
キ
ュ
ー
ン
ッ
！

「
！
？
…
。
」

突
然
銃
声
が
鳴
っ
た
。

そ
の
音
に
驚
い
て
目
を
開
け
る
静
馬
。

「
何
？
…
。
」

「
人
間
同
士
が
殺
し
あ
っ
て
る
ん
だ
よ
。

　
今
は
こ
の
世
界
は
お
か
し
い
か
ら
。
」

「
！
？
…
。
赤
…
。
」

「
静
馬
？
」

真
っ
赤
な
赤
…
真
っ
赤
な
血
の
色
に
染
ま
る
。

染
ま
る
…
染
ま
っ
て
し
ま
う
。

『
静
馬
…
ご
め
ん
。
』

染
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
真
っ
赤
な
赤
に
、
真
っ
赤
な
血
に
。

「
静
馬
？
」

「
…
僕
は
…
誰
な
の
か
が
わ
か
ら
な
い
。
」
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＃
３
　
Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ

僕
は
誰
だ
？
…
。

誰
だ
、
昔
僕
に
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
人
は
。

「
静
馬
。
行
こ
う
」
ニ
コ
ッ

あ
な
た
は
い
つ
も
…
僕
に
優
し
く
し
て
く
れ
る
…
。

そ
れ
は
ど
う
し
て
？
…
。

ズ
キ
ッ
！

「
グ
ッ
！
…
。
」

「
静
馬
！
」

静
馬
は
頭
に
激
し
い
激
痛
が
走
る
。

「
グ
ッ
…
痛
ッ
…
。
」

「
静
馬
…
。
」

静
馬
は
視
界
が
薄
く
な
る

僕
は
昔
の
記
憶
を
思
い
出
し
ち
ゃ
駄
目
な
の
か
？
…
。

「
…
…
。
」

「
…
！
？
…
。
」

男
が
静
馬
に
キ
ス
を
し
た
。

「
！
？
…
。
」

「
ご
め
ん
ね
」
ニ
コ
ッ
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「
し
て
お
い
て
！
笑
っ
て
る
な
！
！
！
！
」

静
馬
は
顔
を
真
っ
赤
に
し
た
。

最
悪
だ
！
僕
の
フ
ァ
ー
ス
ト
キ
ス
が
！
！
！
！
！
！
！

バ
キ
ュ
ー
ン
ッ
！
！
！

「
う
わ
ぁ
！
？
撃
っ
て
来
た
！
？
」

「
大
丈
夫
だ
よ
。
」

「
静
馬
様
！
」

「
静
馬
に
何
し
て
ん
だ
！
！
！
！
」

後
ろ
か
ら
、
誰
か
が
ス
ー
ツ
の
男
を
襲
い
掛
か
っ
た
。

「
！
？
…
。
」

「
チ
ッ
…
だ
か
ら
い
や
な
ん
だ
よ
。
」

「
静
馬
様
に
手
を
出
さ
な
い
で
ほ
し
い
よ
ね
ぇ
～
」
ニ
コ
ッ

「
へ
い
へ
い
。
」

そ
し
て
、
静
馬
の
目
の
前
に
来
た
人
は
。

”
妖
怪
”
だ
っ
た
。

「
！
？
…
妖
狐
…
？
」

「
当
た
り
で
す
！
静
馬
様
！
」
ニ
コ
ッ

「
知
っ
て
て
当
た
り
前
だ
ろ
う
？
」

「
え
っ
？
…
。
」

静
馬
は
唖
然
と
半
分
に
驚
い
て
い
た
。

何
で
…
僕
の
名
前
を
知
っ
て
る
？
…
。
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「
や
っ
ぱ
、
覚
え
て
な
い
か
。
」

「
そ
れ
は
言
わ
な
い
約
束
で
し
ょ
う
が
！
」

少
女
が
少
年
を
回
し
蹴
り
す
る
。

「
グ
ヘ
ッ
！
」

少
年
は
痛
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た
。

「
あ
っ
…
初
め
ま
し
て
？
私
は
半
妖
狐
で
す
。
え
っ
と
…
鬼
妖
と
申
し
ま
す
！
」

き
よ
う

ニ
コ
ッ

「
俺
も
、
鬼
妖
と
一
緒
で
半
妖
狐
。
名
は
、
脊
妖
だ
。
」

こ
い
つ

せ
よ
う

ズ
キ
ッ
！

「
痛
ッ
！
…
。
」

「
大
丈
夫
で
す
か
！
？
静
馬
様
！
」

「
…
あ
っ
…
う
ん
。
」

今
日
だ
け
何
で
こ
ん
な
に
激
痛
が
は
し
…
…
。

フ
ラ
ッ

「
静
馬
！
」

「
静
馬
様
！
」

静
馬
達
が
い
る
所
は
空
だ
っ
た
。

静
馬
は
そ
の
ま
ま
下
に
落
ち
て
行
っ
た
。

僕
の
過
去
は
な
ん
だ
？
…
誰
か
僕
を
救
っ
て
は
く
れ
な
い
の
か
？
…
。
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フ
ワ
ッ

「
！
？
…
栢
様
！
」

栢
が
静
馬
を
受
け
止
め
た
。

静
馬
は
静
か
に
眠
っ
て
い
た
。

「
…
本
当
に
変
わ
ら
な
い
な
、
静
馬
は
。
」
ニ
コ
ッ

「
Ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
。
」

僕
を
闇
か
ら
救
っ
て
く
れ
る
人
は
い
る
の
だ
ろ
う
か
…
？
。
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＃
４
　
Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ

誰
だ
か
、
分
か
ら
な
い
。

自
分
自
身
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
。

何
も
思
い
出
せ
な
く
て
。

苦
し
く
て
、
辛
く
て
、
他
人
を
見
て
る
だ
け
で
寂
し
く
て
う
ら
や
ま
し
く
て
。

自
分
自
身
が
初
め
て
、
無
理
を
し
て
孤
独
っ
て
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い

た
。

パ
チ
ッ

静
馬
が
目
を
覚
ま
す
。

「
…
…
。
」

静
馬
は
綺
麗
な
白
い
ベ
ッ
ド
の
上
で
寝
て
い
た
。

「
…
。
」

辺
り
を
見
渡
し
た
が
誰
も
居
な
い
。

ベ
ッ
ド
の
隣
に
あ
る
小
さ
な
机
に
薔
薇
が
入
っ
て
あ
る
花
瓶
が
合
っ
た
。

「
…
…
。
」

静
馬
は
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
。

ガ
ク
ッ
！

「
！
？
…
。
」

足
が
極
度
に
震
え
て
い
て
、
立
ち
上
が
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
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な
ん
だ
？
…
こ
れ
？
ど
う
し
て
？
…
。

「
静
馬
様
！
大
丈
夫
で
す
か
！
？
」

一
人
の
可
愛
い
少
女
が
静
馬
を
心
配
し
て
駆
け
寄
る
。

「
…
あ
っ
…
っ
て
誰
？
」

「
あ
っ
、
鬼
妖
で
す
。
人
間
の
姿
の
」
ニ
コ
ッ

「
あ
っ
…
そ
っ
か
。
」

「
今
日
一
日
は
足
は
動
き
ま
せ
ん
。
」

「
な
っ
！
？
」

「
回
復
す
る
ま
で
、
結
構
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
今
日
は
こ
こ
で
安
静
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
と
も
、
ご
家
族
が
心
配
さ
れ
ま
す
か
？
」

「
！
？
…
。
」

静
馬
の
動
き
が
ピ
タ
リ
ッ
と
止
ま
っ
た
。

「
…
僕
が
家
に
居
な
く
な
っ
た
ら
…
逆
に
喜
ぶ
よ
…
皆
。
」

「
え
っ
？
…
。
」

ガ
ラ
ッ

「
喰
い
も
ん
。
買
っ
て
来
た
ぞ
。
」

脊
妖
が
人
間
の
姿
で
お
弁
当
を
買
っ
て
来
た
。

「
脊
妖
、
遅
い
で
す
！
」

「
う
っ
せ
な
！
こ
っ
ち
だ
っ
て
、
こ
ん
な
な
れ
な
い
姿
で
買
い
物
と
か
マ
ジ
な

い
ぞ
！
」

脊
妖
が
文
句
を
言
う
。

「
で
！
こ
こ
は
誰
の
家
な
ん
だ
？
」

「
こ
こ
は
、
静
馬
様
と
私
達
の
、
秘
密
基
地
で
す
よ
！
」
ニ
コ
ッ

い
え

「
ふ
～
ん
。
こ
ん
な
家
な
ら
僕
こ
こ
で
住
ん
で
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
な
ぁ
～
」

静
馬
は
ベ
ッ
ド
に
寝
転
が
る
。
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僕
が
居
て
も
、
誰
も
心
配
し
な
い
。
誰
も
気
に
し
な
い
。

「
静
馬
。
」

「
！
？
…
。
」

「
栢
様
？
」

「
栢
さ
ん
！
？
」

「
栢
？
…
ん
！
？
」

栢
が
静
馬
に
キ
ス
を
し
た
。

「
ぅ
…
い
き
な
り
何
す
る
ん
だ
よ
！
！
」

「
朝
の
キ
ス
？
」
ニ
コ
ッ

「
最
悪
！
！
！
！
！
！
」

静
馬
は
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
、
ち
ょ
っ
と
半
泣
き
な
顔
を
し
た
。

「
ま
ぁ
、
い
い
じ
ゃ
な
い
？
」
ニ
コ
ッ

「
…
も
う
知
る
か
！
」

僕
は
こ
の
人
に
勝
て
ま
せ
ん
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Oneself
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n0978z/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n0978z/

